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※ 利用にあたって  
 １ 結果は百分比で表示した。表及び解説の百分比は小数点第２位を四捨五入したため、 
  合計が１００％に過不足することがある。  
 ２ Ｎ（number of cases）は、回答者数を示し、百分比算出の基礎となっている。  
 ３ １人の対象者に２つ以上の回答を認めたものは、その百分比の合計は１００％を超  
  える。  
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Ⅰ 調査の概要  
 
１ 調査項目  
 『食品衛生に関する意識について』  

 
２ 調査目的  
  昨今の食品の偽装表示問題等から、県民の方々の食品に対する不安や不信が増大し、  
 安全な食品とその情報の提供が強く求められています。  
  こうした状況を踏まえて、県では農産物等の生産から製造・加工を経て、消費に至る

までの各段階の安全性の確保を目指すため、「新潟県における食品の安全確保基本方針」

（仮称）を策定することとしております。   
今回の調査は、同基本方針に県民の方々の意見を反映するための基礎資料とするため、

食品衛生に関する意識やニーズ等を調査するものです。  
 
３ 調査期間  
  平成１４年７月２５日～８月９日 

 
４ 調査方法  
  郵便法  
 
５ 調査対象者  
  県民アンケート調査協力員  
 
６ 回答者数  
  １７４人（回答率８７．０％）  
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７ アンケート調査回答者の構成  
 

対象者  回答者  

実数（人）  構成比（％） 実数（人）  構成比（％） 
回収率（％） 

 

200 100.0 174 100.0 87.0 

男 性         100       50.0         83       47.7 83.0 性

別  
女 性  100  50.0  91  52.3 91.0 

２ ０ 歳 代  40 20.0 33 19.0 82.5 

３０～４０歳代  80 40.0 69 39.7 86.3 

年

齢

別  
５ ０ 歳 以 上  80 40.0 72       41.4 90.0 

市 部  76 38.0 63 36.2 82.9 市

郡

別  郡 部  124 62.0 111 63.8 89.5 

下 越 地 区  22 11.0 18   10.3  81.8 

新 潟 地 区  56 28.0 49 28.2 87.5 

中 越 地 区  62 31.0 54 31.0 87.1 

魚 沼 地 区  16 8.0 14 8.0    87.5 

上 越 地 区  31 15.5 27 15.5 87.1 

地

区

別  

佐 渡 地 区  13 6.5 12 6.9  92.3 
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Ⅱ 調 査 結 果  
 
【食品に関する事柄についての関心度】  
 
問１ 食品の安全性については、様々な問題が指摘されています。食品に関する事柄につ

いて、あなたの関心度をお聞かせください。（○はそれぞれ１つだけ） 

                                  

 ア）食中毒（O157、腸炎ビブリオ、セルモネラ、SRSV 等）      

                                 Ｎ＝174  

  １ 非常に関心がある                    80人 46.0％ 

  ２ やや関心がある                           83    47.7 

   ３ 関心がない                                               5     2.9 

  ４ わからない                       －     － 

    無回答                          6   3.4  

 

 イ）農産物の残留農薬      

                                 Ｎ＝174  

  １ 非常に関心がある                    80人 46.0％ 

  ２ やや関心がある                           74    42.5 

   ３ 関心がない                                               7     4.0 

  ４ わからない                       10     5.7 

    無回答                                                   3     1.7 

  

 ウ）食品添加物      

                                 Ｎ＝174  

  １ 非常に関心がある                    74人 42.5％ 

  ２ やや関心がある                           82    47.1 

   ３ 関心がない                                              10     5.7 

  ４ わからない                        2     1.1 

    無回答                                                   6     3.4 

 

 エ）ＢＳＥ（牛海綿状脳症）                           

                                 Ｎ＝174  

  １ 非常に関心がある                    87人 50.0％ 

  ２ やや関心がある                           55    31.6 

   ３ 関心がない                                              17     9.8 

  ４ わからない                        7     4.0 

    無回答                                                   8     4.6 

 

 オ）アレルギー物質      

                                 Ｎ＝174  

  １ 非常に関心がある                    53人 30.5％ 

  ２ やや関心がある                           75    43.1 

   ３ 関心がない                                              32    18.4 

  ４ わからない                        7     4.0 

    無回答                                                  7     4.0 
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 カ）ダイオキシン、ＰＣＢ      

                                 Ｎ＝174  

  １ 非常に関心がある                    80人 46.0％ 

  ２ やや関心がある                           74    42.5 

   ３ 関心がない                                               7     4.0 

  ４ わからない                        6     3.4 

  無回答                                                  7     4.0 

   

 キ）環境ホルモン（内分泌かく乱化学物質）      

                                 Ｎ＝174  

  １ 非常に関心がある                    63人 36.2％ 

  ２ やや関心がある                           65    37.4 

   ３ 関心がない                                              15     8.6 

  ４ わからない                                              21    12.1 

    無回答                                                  10     5.7 

 

 ク）健康食品      

                                 Ｎ＝174  

  １ 非常に関心がある                    58人 33.3％ 

  ２ やや関心がある                           75    43.1 

   ３ 関心がない                                              32    18.4 

  ４ わからない                                               5     2.9 

    無回答                                                   4     2.3 

 

 ケ）遺伝子組換え食品      

                                 Ｎ＝174  

  １ 非常に関心がある                    57人 32.8％ 

  ２ やや関心がある                           75    43.1 

   ３ 関心がない                                              24    13.8 

  ４ わからない                                              13     7.5 

    無回答                                                   5     2.9 

 

 コ）輸入食品      

                                 Ｎ＝174  

  １ 非常に関心がある                    73人 42.0％ 

  ２ やや関心がある                           68    39.1 

   ３ 関心がない                                              24    13.8 

  ４ わからない                                               2     1.1 

    無回答                                                   7     4.0 

 

 サ）ＰＬ法（製造物責任法）      

                                 Ｎ＝174  

  １ 非常に関心がある                    34人 19.5％ 

  ２ やや関心がある                           67    38.5 

   ３ 関心がない                                              25    14.4 

  ４ わからない                                              39    22.4 

    無回答                                                   9     5.2 
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 「非常に関心がある」と「やや関心がある」を合わせた「関心がある（計）」は、「食中

毒」が 93.7％と最も高く、以下「食品添加物」が 89.6％、「農産物の残留農薬」、「ダイオ

キシン、ＰＣＢ」がそれぞれ 88.5％などの順になっている。  

 

 シ）ＩＳＯ９０００、ＩＳＯ１４０００      

                                 Ｎ＝174  

  １ 非常に関心がある                    16人  9.2％ 

  ２ やや関心がある                           46    26.4 

   ３ 関心がない                                              32    18.4 

  ４ わからない                                              75    43.1 

    無回答                                                   5     2.9 

 

 ス）ＨＡＣＣＰ（ハサップ）      

                                 Ｎ＝174  

  １ 非常に関心がある                    23人 13.2％ 

  ２ やや関心がある                           45    25.9 

   ３ 関心がない                                              23    13.2 

  ４ わからない                                              78    44.8 

    無回答                                                   5     2.9 
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42.5

47.1
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2.9

4.0
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8.6
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13.2

4.0

4.0

12.1

2.9

7.5

1.1

22.4

43.1

44.8

50.0

4.0

5.7

3.4

1.1

5.7

2.9

2.9

5.2

4.0

2.9

2.3

5.7

4.0

4.0

4.6

3.4

3.4

1.7

0% 25% 50% 75% 100%

ア)　食中毒

イ)　農産物の残留農薬

ウ)　食品添加物

エ)　ＢＳＥ

オ)　アレルギー物質

カ)　ダイオキシン、Ｐ
ＣＢ

キ)　環境ホルモン

ク)　健康食品

ケ)　遺伝子組換え食品

コ)　輸入食品

サ)　ＰＬ法

シ)　ISO9000、ISO14000

ス)　HACCP

非常に関心がある やや関心がある

関心がない わからない

無回答
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【食品衛生に関する県の施策等の認知状況】  
 

 

問２ 県では、食品衛生に関し、様々な施策を行っています。次の各内容について承知し

ていましたか。（○はそれぞれ１つだけ） 

                         

 ア）食品衛生監視員による監視指導業務      

                                 Ｎ＝174  

  １ 知っている                       42人 24.1％ 

  ２ 名前程度は知っている                     48    27.6 

   ３ 知らない                                                79    45.4 

    無回答                                                   5     2.9 

  

 イ）食中毒発生時の原因調査と再発防止の措置      

                                 Ｎ＝174  

  １ 知っている                       62人 35.6％ 

  ２ 名前程度は知っている                     67    38.5 

   ３ 知らない                                                40    23.0 

    無回答                                                   5     2.9 

 

 ウ）キノコ食中毒予防のための啓発（チラシの配布、講習会の開催）      

                                 Ｎ＝174  

  １ 知っている                       71人 40.8％ 

  ２ 名前程度は知っている                     40    23.0 

   ３ 知らない                                                58    33.3 

    無回答                                                   5     2.9 

 

 エ）腸炎ビブリオ情報（県のホームページなど）      

                                 Ｎ＝174  

  １ 知っている                       14人  8.0％ 

  ２ 名前程度は知っている                     45    25.9 

   ３ 知らない                                               110    63.2 

    無回答                                                   5     2.9 

  

 オ）食品の検査（細菌や食品添加物の検査など）      

                                 Ｎ＝174  

  １ 知っている                       61人 35.1％ 

  ２ 名前程度は知っている                     56    32.2 

   ３ 知らない                                                53    30.5 

    無回答                                                   4     2.3 

 

 カ）農産物の残留農薬検査      

                                 Ｎ＝174  

  １ 知っている                       47人 27.0％ 

  ２ 名前程度は知っている                     64    36.8 

   ３ 知らない                                                58    33.3 

    無回答                                                   5     2.9 
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 「知っている」と「名前程度は知っている」を合わせた「知っている（計）」は、「Ｏ157

等の食中毒予防のために学校や社会福祉施設等の集団給食施設への監視指導」が 76.4％と

最も高くなっており、以下、「食中毒発生時の原因調査と再発防止の措置」が 74.1％など

の順になっている。 

 

 キ）Ｏ１５７等の食中毒予防のために学校や社会福祉施設等の集団給食施設への監視   

   指導   

                                 Ｎ＝174  

  １ 知っている                       71人 40.8％ 

  ２ 名前程度は知っている                     62    35.6 

   ３ 知らない                                                37    21.3 

    無回答                                                   4     2.3 

 

 ク）特別監視班による大規模製造工場への監視指導      

                                 Ｎ＝174  

  １ 知っている                       25人 14.4％ 

  ２ 名前程度は知っている                     46    26.4 

   ３ 知らない                                                98    56.3 

    無回答                                                   5     2.9 

 

 ケ）食品衛生指導員の食品関係の工場や店舗への指導      

  ※ 食品衛生指導員は、（社）新潟県食品衛生協会の委嘱を受けて食品衛生活動を行っており、県

は活動費用の一部を補助しています。  

                                 Ｎ＝174  

  １ 知っている                       48人 27.6％ 

  ２ 名前程度は知っている                     56    32.2 

   ３ 知らない                                                65    37.4 

    無回答                                                   5     2.9 
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2.9

2.9

8.0
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2.9

2.9

0% 25% 50% 75% 100%

ア)　食品衛生監視員による監視指導業務

イ)　食中毒発生時の原因調査と再発防止の
措置

ウ)　キノコ食中毒予防のための啓発

エ)　腸炎ビブリオ情報

オ)　食品の検査

カ)　農産物の残留農薬検査

キ)　O157等の食中毒予防のために学校や社
会福祉施設等の集団給食施設への監視指導
ク)　特別監視班による大規模製造工場への

監視指導
ケ)　食品衛生指導員の食品関係の工場や店

舗への指導

知っている
名前程度は知っている
知らない
無回答
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【食品情報の必要性の有無】  
 

    

問３ 食品に関する情報について、あなたの生活の中でどの程度必要とお考えですか。 

（○はそれぞれ１つだけ）  

 

 ア）農産物の残留農薬の検査結果 

                                 Ｎ＝174  

  １ ぜひ必要である                     112人 64.4％ 

  ２ どちらかといえば必要である               54    31.0 

   ３ 必要ない                                                 3     1.7 

    無回答                                                   5     2.9 

 

 イ）国内加工食品の検査結果 

                                 Ｎ＝174  

  １ ぜひ必要である                     98人 56.3％ 

  ２ どちらかといえば必要である               67    38.5 

   ３ 必要ない                                                 2     1.1 

    無回答                                                   7     4.0 

 

 ウ）外国からの輸入食品の検査結果 

                                 Ｎ＝174  

  １ ぜひ必要である                     131人 75.3％ 

  ２ どちらかといえば必要である               35    20.1 

   ３ 必要ない                                                 2     1.1 

    無回答                                                   6     3.4 

 

 エ）遺伝子組換え食品の検査結果 

                                 Ｎ＝174  

  １ ぜひ必要である                     96人 55.2％ 

  ２ どちらかといえば必要である               62    35.6 

   ３ 必要ない                                                 9     5.2 

    無回答                                                   7     4.0 

 

 オ）食品衛生監視員による監視指導結果 

                                 Ｎ＝174  

  １ ぜひ必要である                     70人 40.2％ 

  ２ どちらかといえば必要である               82    47.1 

   ３ 必要ない                                                15     8.6 

    無回答                                                   7     4.0 

 

 カ）過去に発生した食中毒の状況 

                                 Ｎ＝174  

  １ ぜひ必要である                     64人 36.8％ 

  ２ どちらかといえば必要である               88    50.6 

   ３ 必要ない                                                15     8.6 

    無回答                                                   7     4.0 
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 「ぜひ必要である」と「どちらかといえば必要である」を合わせた「必要である（計）」

は、「食品の安全性に関する情報」が 96.5％と最も高くなっている。 

 
 

 

 キ）食中毒多発時期の注意を促す情報（腸炎ビブリオ情報、食中毒警報など） 

                                 Ｎ＝174  

  １ ぜひ必要である                     117人 67.2％ 

  ２ どちらかといえば必要である               49    28.2 

   ３ 必要ない                                                 3     1.7 

    無回答                                                   5     2.9 

 

 ク）食品の安全性に関する情報（ダイオキシン、環境ホルモン、食品添加物、遺伝子 

   組換え食品など） 

                                 Ｎ＝174  

  １ ぜひ必要である                     130人 74.7％ 

  ２ どちらかといえば必要である                38   21.8 

   ３ 必要ない                                                 3     1.7 

    無回答                                                   3     1.7 

 

 ケ）食品表示に関する知識（表示の方法、見方など） 

                                 Ｎ＝174  

  １ ぜひ必要である                     124人 71.3％ 

  ２ どちらかといえば必要である               42    24.1 

   ３ 必要ない                                                 4     2.3 

    無回答                                                 4     2.3 
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40.2
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71.3
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20.1

35.6
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50.6

28.2

21.8

24.1

1.7

1.1

5.2
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1.7

1.7
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2.9
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2.9
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3.4

4.0

0% 25% 50% 75% 100%

ア)　農産物の残留農薬の検査結果

イ)　国内加工食品の検査結果

ウ)　外国からの輸入食品の検査結果

エ)　遺伝子組換え食品の検査結果

オ)　食品衛生監視員による監視指導
結果

カ)　過去に発生した食中毒の状況

キ)　食中毒多発時期の注意を促す情
報

ク)　食品の安全性に関する情報

ケ)　食品表示に関する知識

ぜひ必要である

どちらかといえば必要である

必要ない

無回答
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（問３の各項目の中で、「１ ぜひ必要である」に○を付けた方だけにお聞きします。）  
【特に必要な情報】  
 

 
 「外国からの輸入食品の検査結果」が 63.8％と最も高く、以下、「食品の安全性に関す

る情報」が 53.0％、「農産物の残留農薬の検査結果」が 47.0％などの順になっている。 

 

 

 
 

問３―付問 各項目の「１ ぜひ必要である」の情報のうち、特に必要と思う情報、特に

知りたいと思う情報は何ですか。（「ぜひ必要である」の中から３つ以内） 

                                 Ｎ＝149 

  ア 農産物の残留農薬の検査結果                70人 47.0％ 

  イ 国内加工食品の検査結果                 31人 20.8 

  ウ 外国からの輸入食品の検査結果              95人 63.8 

  エ 遺伝子組換え食品の検査結果                         34    22.8 

  オ 食品衛生監視員による監視指導結果                         8     5.4 

カ 過去に発生した食中毒の状況                           12   8.1 

  キ 食中毒多発時期の注意を促す情報（腸炎ビブリオ、          41    27.5 

    食中毒警報など）   

  ク 食品の安全性に関する情報（ダイオキシン、環境ホルモン、  79    53.0 

    食品添加物、遺伝子組換え食品など）              

  ケ 食品表示に関する知識（表示の方針、見方など）            53    35.6 

       

％
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20.8

63.8

22.8

5.4

8.1

27.5

53.0

35.6

0 20 40 60 80

ア)　農産物の残留農薬の検査結果

イ)　国内加工食品の検査結果

ウ)　外国からの輸入食品の検査結果

エ)　遺伝子組換え食品の検査結果

オ)　食品衛生監視員による監視指導
結果

カ)　過去に発生した食中毒の状況

キ)　食中毒多発時期の注意を促す情
報

ク)　食品の安全性に関する情報

ケ)　食品表示に関する知識
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【食品に関する強化すべき検査項目】  
 

  

「輸入食品の検査」が 77.6％と最も高く、以下、「農産物の残留農薬の検査」が 56.9％、

「遺伝子組換え食品の検査」が 32.8％などの順になっている。 

 

 

 
 
 
 
 

問４ 県では食品に関し、各種の検査を実施しているところですが、あなたが特に不安を

いだき、早急に強化すべきと考える検査項目は何ですか。（○は２つまで） 

                             Ｎ＝174 

  １ 農産物の残留農薬の検査                  99人 56.9％ 

  ２ 輸入食品の検査                     135人 77.6 

  ３ 遺伝子組換え食品の検査                 57人 32.8 

  ４ １～３以外の検査                                        14     8.0 

  ５ わからない                                               6     3.4 

   

  

％

56.9

77.6

32.8

8.0

3.4

0 20 40 60 80 100

農産物の残留農薬の検査

輸入食品の検査

遺伝子組換え食品の検査

１～３以外の検査

わからない
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【性別】  
 

       
 
 
【年齢別】  
 

 
 
 

％

48.2

79.5

33.7

13.3

2.4

64.8

75.8

31.9

3.3

4.4

0 20 40 60 80 100

農産物の残留農薬の検査

輸入食品の検査

遺伝子組換え食品の検査

１～３以外の検査

わからない

男　　性 
（N= 83）

女　　性 
（N= 91）

％

51.5

69.7

24.2

9.1

9.1

49.3

75.4

31.9

13.0

2.9

66.7

83.3

37.5

2.8

1.4

0 20 40 60 80 100

農産物の残留農薬の検査

輸入食品の検査

遺伝子組換え食品の検査

１～３以外の検査

わからない

20歳代　
（N= 33）

30～40歳代
（N= 69）

50歳以上 
（N= 72）
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【食品衛生に関する取り組むべき対策】  
 

 
 「輸入食品に対する監視を強化する」が 58.6％と最も高く、以下、「食品の製造・加工

段階における監視を強化する」が 47.7％、「食品の流通・販売段階における監視を強化す

る」、「正確で見やすい表示にするための指導を強化する」がそれぞれ 25.3％などの順にな

っている。 

 

問５ 食品の安全性を確保する対策について、あなたが特に関心があり、重点的に、早急 

  に取り組むべきと考える対策は何ですか。（○は３つまで） 

                                 Ｎ＝174 

  １ 農業や水産業の生産現場における監視を強化する       22人 12.6％ 

  ２ 魚市場や青果市場等の監視を強化する           12人  6.9 

  ３ 食品の製造・加工段階における監視を強化する       83人 47.7 

  ４ 食品の流通・販売段階における監視を強化する              44    25.3 

  ５ 飲食店や外食産業に対する監視を強化する             6     3.4 

  ６ 事業者の自主衛生管理の取り組みに対する支援を強化する    32    18.4 

  ７ 輸入食品に対する監視を強化する                         102    58.6 

  ８ 正確で見やすい表示にするための指導を強化する            44    25.3 

  ９ 消費者に対する情報提供と普及啓発を推進する              31    17.8 

  10 学校等で食品の安全についての教育をしていく          13     7.5 

  11 食品の安全性を脅かすおそれのある環境汚染を調査する      39    22.4 

  12 食品の検査機関の機器整備を行い、検査体制の強化を図る    27    15.5 

  13 食品事故発生時等の危機管理体制の強化を図る              22    12.6 

        無回答                          5     2.9 

 

％

12.6

6.9

47.7

25.3

3.4

18.4

58.6

25.3

17.8

7.5

22.4

15.5

12.6

2.9

0 20 40 60 80

農業や水産業の生産現場における監視を強化する

魚市場や青果市場等の監視を強化する

食品の製造・加工段階における監視を強化する

食品の流通・販売段階における監視を強化する

飲食店や外食産業に対する監視を強化する

事業者の自主衛生管理の取り組みに対する支援を強化す
る

輸入食品に対する監視を強化する

正確で見やすい表示にするための指導を強化する

消費者に対する情報提供と普及啓発を推進する

学校等で食品の安全についての教育をしていく

食品の安全性を脅かすおそれのある環境汚染を調査する

食品の検査機関の機器整備を行い、検査体制の強化を図
る

食品事故発生時等の危機管理体制の強化を図る

無回答
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【性別】  
 

 
【年齢別】  
 

％

10.8

7.2

43.4

25.3

3.6

16.9

59.0

28.9

21.7

7.2

18.1

20.5

10.8

3.6

14.3

6.6

51.6

25.3

3.3

19.8

58.2

22.0

14.3

7.7

26.4

11.0

14.3

2.2

0 20 40 60 80

農業や水産業の生産現場における監視を強化する

魚市場や青果市場等の監視を強化する

食品の製造・加工段階における監視を強化する

食品の流通・販売段階における監視を強化する

飲食店や外食産業に対する監視を強化する

事業者の自主衛生管理の取り組みに対する支援を強化す
る

輸入食品に対する監視を強化する

正確で見やすい表示にするための指導を強化する

消費者に対する情報提供と普及啓発を推進する

学校等で食品の安全についての教育をしていく

食品の安全性を脅かすおそれのある環境汚染を調査する

食品の検査機関の機器整備を行い、検査体制の強化を図
る

食品事故発生時等の危機管理体制の強化を図る

無回答

男　　性 
（N= 83）

女　　性 
（N= 91）

％

3.0

6.1

33.3

27.3

6.1

12.1

39.4

36.4

24.2

18.2

27.3

21.2

12.1

3.0

11.6

4.3

50.7

24.6

1.4

26.1

53.6

27.5

18.8

7.2

21.7

17.4

15.9

2.9

18.1

9.7

51.4

25.0

4.2

13.9

72.2

18.1

13.9

2.8

20.8

11.1

9.7

2.8

0 20 40 60 80

農業や水産業の生産現場における監視を強化する

魚市場や青果市場等の監視を強化する

食品の製造・加工段階における監視を強化する

食品の流通・販売段階における監視を強化する

飲食店や外食産業に対する監視を強化する

事業者の自主衛生管理の取り組みに対する支援を強化す
る

輸入食品に対する監視を強化する

正確で見やすい表示にするための指導を強化する

消費者に対する情報提供と普及啓発を推進する

学校等で食品の安全についての教育をしていく

食品の安全性を脅かすおそれのある環境汚染を調査する

食品の検査機関の機器整備を行い、検査体制の強化を図
る

食品事故発生時等の危機管理体制の強化を図る

無回答

20歳代　
（N= 33）

30～40歳代
（N= 69）

50歳以上 
（N= 72）
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【食品衛生に対する自由意見】  
問６ 食品衛生、食品の安全性について、日ごろ感じていること、心配なこと、県に行っ

てほしいことなどがありましたら、ご自由にお書きください。  
  （以下、主な意見）  
○ 食品の安全性をスーパーなどで消費者に知らせてくれるよう働きかけてもらいたい。 
○ 食品は安全であることが当然であり、それを実行できないことは、無知か悪意であ

るとしか考えられない。  
○ 輸入食品は安いので、つい買いがちですが、特にファーストフードや大量使用の飲

食店の原材料がどうなっているのか心配です。東南アジアからの野菜類、アメリカ

からの遺伝子組み換え大豆、その他外国から来る肉や魚･･････。安い物に走りがち

だが、少々高くても体のことを考えたい。安全な食料を確保するため、検査体制を

整えてほしい。  
○ 私たち主婦は家族を食中毒等から守るため、まな板をきれいに、フキンをきれいに

など、小さなことから安全に気を付けています。みんなが安全に気を付けて仕事を

すれば大事にならないと思います。  
○ 地産地消の拡大を支援するなかで、生産者の衛生管理の取り組みを支援強化しても

らいたい。輸入飼料に頼らざるを得ない現状であり、事前の検査体制の強化が必要

です。また、万一問題発生の際は、状況をいち早く公表してもらいたい。  
○ 最近のニュースを見て、残留農薬の検査を強化してほしいと思います。今後も海外

からの野菜や果物の輸入が増えてくると思いますので、行政も消費者も食の安全性

について深く考えてほしい。  
○ 不正表示には厳しい罰則を。  
○ 子どもがいるのでとても関心があります。しかし、なかなか情報が入ってきません。  
○ 産地など、時々抜き打ち検査を行ってください。  
○ 一生食べていくものなので、害になる物がないかとても心配です。添加物も安全基

準がありますが、たくさん取ったときは安心してよいのでしょうか。  
○ あるスーパーでは、虫がいたり、賞味期限が切れている物が売られているそうです。  
○ 卸売業者、販売業者への抜き打ち検査を実施することにより、安全な食品を提供で

きるのではないでしょうか。  
○ 輸入食品が多くなりとても心配です。小さな子どもに安心して食べさせることがで

きるよう、監視をお願いします。  
○ 魚沼の山間部に住んでいるため、食料品を移動販売車を利用して買い求めることが

多く、気になるのが肉や魚の取り扱い方です。特に夏場は気になるので、保健所の

立ち入り検査をお願いします。  
○ 閉店前の安売り販売される鮮魚などの検査を行ったらどうでしょうか。  
○ 蓄積された場合の危険度、農薬の使用基準や判断材料、有機農法の安全性ＰＲ、消

費者協会のあるべき姿、市民への啓蒙方法、自主検査の財源手当、民間会社の検査

機器導入への助成制度等々、行政が責任逃れになってはいけません。  
○ 飼料自体が残留農薬、組み換え農産物でできた飼料なのかどうか、輸入国、輸出国

とも確認しているのでしょうか。会社と政治家との関係で、国民の安全よりも、会

社の利益を重視している。自分の家族、孫のことを考えて最善策を取るべきです。  
○ 産地など表示の基準が紛らわしいことが多いので、もう少し厳密な基準を設けてほ

しい。食品の安全性とは、本質的には生産者やメーカーのモラルの問題だと思いま

す。  
○ 食品販売する店舗を預かっているので衛生面には気を付けていますが、マスコミに

支配されないで、消費者が安心して買い物ができるように、適度な情報を発信して

ほしいと思います。  
○ 最近食品のラベルをよく見るようになりました。食品添加物など体に良くないと分

かっていても、ほんとうは買いたくないのですが、今の時代、こうじゃなければ売

れないのかなあと思います。  
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○ 仕事上、保健所との付き合いがあります。各支所は所員の人数が少なく、十分な監

視や指導が行えるのかなあと感じております。食品加工場、飲食店等には自前の検

査ではなく、抜き打ち検査等で、業者の危機管理を意識付けてもらいたい。  
○ 牛肉やカキなどいろいろな問題がありますが、消費者が安心して食べられるように、

行政も厳しく監視して、情報を我々に分かりやすく知らせてもらいたいものです。  
○ 生産地等の記載が本当に正しくなされているのか、不安を感じながら目を通してい

ます。食品添加物にも共通のことが気に掛かります。できる限り自然に近い食品で

あってほしいです。  
○ 特に輸入食品の検査を強力に。  
○ 今回のアンケートを通じて、これだけ食品の安全性や食品衛生が取りざたされてい

る現在でも、私自身は自分の問題として、これらのことを考えていなかったことを

痛感しました。日ごろ感じていることとして、私も食物アレルギーを持っていて、

食品表示には注意を払っている方なのですが、外食をすると、その食品の情報がほ

とんどなく、店員の方にお聞きすることも多くあります。私自身のアレルゲンは数

えるほどしかないのですが、安心して外食できないこともありますので、もっと多

くの食物アレルギーを持つ方は、更に苦労されているだろうと思います。  
○ 健康被害が出てからの対策ではなく、事前検査等のチェック体制を強化願いたい。  
○ 消費者の分からない農薬や肥料を使ったものは、市場に出てほしくない。  
○ 消費期限切れのものが出回ったりするニュースを見て、非常に不安になりました。  
○ 今の時期は暑いので、食中毒に注意をしています。  
○ 今の世の中、まともな食品なんてあるのでしょうか。飼料や水まで調べたらどんな

物質が入っているか分かりません。食べ盛りの子どもが多い家庭では、どうしても

より安いものを買ってしまいます。消費者の需要があれば企業もコストを下げるた

め、どんな手段を使うか分かりません。与えられた情報もでたらめでは私達の将来

も無です。まずは、食品衛生法の改正を一刻も早く実施してほしい。  
○ 夏はよく見かけるのですが、生鮮食品、果物類が腐っているのが売られています。

パック詰めで家に帰ってから気が付きます。注意を呼びかけてもらいたい。  
○ 中国等からの残留農薬の多い野菜が問題になっていますが、目に見えないものであ

り、国内産を含めて不安になることがあります。  
○ ①輸入食品や遺伝子組み換え食品の検査・監視を強化すること。②消費者に検査の

内容、結果を広く公開すること。③正確で見やすい表示のための指導を強化するこ

と。④新潟県は米を中心とする農産物の主産県であるので、全国に先駆けて農産物

のトレーサビリティシステムを導入すること。  
○ 小さな子どもがいるので、新鮮な物をと思い、賞味期限などは細かく見ています。

牛乳や卵などアレルギーも気になります。テレビを見ると難しい言葉ばかりで、も

っと分かりやすくしてほしいです。  
○ 輸入農産物に対する安全性の検証（特に、ポストハーベスト等残留農薬に対するチ

ェック）を十分に行ってもらいたい。  
○ 食品には賞味期限が明記されているが、製造年月日が記載されていないものがある。 
消費者としては、あまり古い製造日のものは購入したくないし、本当に大丈夫なの

か不安になることもある。製造年月日の表示を義務付けてほしい。また、農産物の

農薬使用の有無も分かりやすく表示してほしい。  
○ “国で認められている農薬を使用しているから心配ない ”と生産農家が言っているこ
とや、テレビで見た、 ”キャベツやレタスは水で流すことで農薬が消えてなくなる ”
と言っていますが心配です。自家栽培に比べ、生産農家の物は多くの農薬を使用し

ていると聞いています。このまま食べ続けて、体に残留しないか心配です。  
○ 野菜や肉類は国産のものを購入していますが、偽装表示問題があってから本当に信

じていいのかと思ってしまいます。最近では産地以外に、作った人の名前や写真が

載ってたりするものがあり、なんとなく安心して購入できる気がします。  
○ もっと検査の結果を分かりやすく表示したり、公表してもらいたい。現状では、検
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査をしていることや監視していることが全く分からない。  
○ 輸入食品を買うときは大丈夫か不安になります。食品の製造・加工段階の衛生管理

を強化願います。また、日本での遺伝子組み換え食品は絶対に行わないでください。  
○ 家計のやり繰りで価格の安い外国産野菜につい手が出てしまいます。そんな中、中

国からの冷凍野菜に使用禁止の農薬が含まれていたと報道されました。以前買った、

ねぎ、里芋、生しいたけは大丈夫だったろうか、我々は食品の安全性は、国、県の

検査を信じるしかないので、体制の充実を期待します。  
○ 田畑の周りが除草剤で黄色くなっています。作物に与える影響はないか心配です。  
○ 学校で使っている野菜が輸入野菜で、たくさんの農薬を使用していないか、ＢＳＥ

の影響はないか心配です。  
○ 監視や検査も必要ですが、もっと人間として根本となるものの確立が大事だと思い

ます。生産・加工の安全意識、社会貢献、教育の根本など人間が衰えている部分で、

起こってくる問題だと思います。  
○ 外国の輸入食品が出回っている中、中国の食品が多数の農薬が入っていた。一般に

中国というと漢方は日本人は安心していたと思います。先日、中国旅行に行き、お

茶を買ってきましたが、怖くて飲めません。早く安心できるようにしてもらいたい。  
○ 食品関係企業のモラルが欠如しています。  
○ 農薬は水道水に影響ないか。食品添加物はどのような目的で使われているか、消費

者には分かりにくい。  
○ 加工日の記入のあるものないもの。賞味期限、消費期限など消費者には分かりにく

いので、統一してほしい。  
○ 私は調理人として、魚市場などで仕入れてきた物は、早く冷蔵庫や冷凍庫に入れる

ようにしていますが、買った物をいつまでも出しておくのが食中毒の原因です。一

般の方にも注意してもらいたい。  
○ ５月頃、スーパーで売っている中国産のウナギから水銀が検出されたという記事を

読みゾッとしました。その後アサリから同様なことが。食べ物は、長い間、人間が

生きている限り口にするものですから、少しでも安全性の高い物を求めたいと思い

ます。そのための情報提供をお願いします。  
○ スーパーでは輸入品が数多く陳列されていますが、できれば安心できる国産のもの

を多くしてほしい。  
○ 食は毎日の生活の中で一番重要なものです。にも関わらず、近頃は魚にしろ、青果

にしろ不安な情報が耳に入ってきます。安心して買えるように各食品関係への働き

かけをお願いします。学生など出来合いの物を買ってくる人が多くなっているので、

特に強化願います。  
○ 国に対しての要望ですが、海外からの個人輸入代行で危険な食品や薬剤が安易に入

ってくる状況で、ある程度制限を掛けてもらいたい。過疎地の個人商店で賞味期限

を超えている食品が販売されていますが、指導願いたいと思います。自分を含め、

食品の安全に対する知識が不足していますので、チラシ等で広報してもらいたい。  
○ スーパーで肉の変色やトレーに肉の汁があったり、賞味期限切れのものを販売して

いたり、意識が低い所もあるのでは。  
○ 国内産の農産物について思うことは、農薬の危険性を生産者も消費者も十分分かっ

ているのに、見た目の美しさを求めているのでないか。確かに虫の付いた野菜は腐

りやすいし、抵抗感があるかもしれませんが、虫が付いたとまで言わなくとも、も

う少し市場の基準が何とかならないだろうか。そして狭い日本とは言え、わざわざ

遠くから運んでこなくてもよいのではないか。  
○ 食品業者のモラルの低さには目に余るものがあります。業者指導を徹底願います。  
○ 輸入食品でありながら国産と偽ったり、定価を高くして、安価なラベル（安売り）

で表示しているものがあるので、厳正に取り締まってほしいと思います。  
○ テレビ、新聞で目にする食品の偽装問題や加工品などの輸入食品から抗生物質が基

準以上検出されたなどのことを聞くと、安心して買えなくなってしまいます。とに
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かく対策をお願いします。  
○ 子どもが小さい頃から、肉、魚、牛乳、ウインナーなど添加物の入りやすいものは、

少しでも少ないものをと考え、生協から取り寄せていましたが、生協も不正を行っ

ていたりと、最近信じられるものが少ない状態です。せめて生協などそれなりのも

のをアピールしてきた団体には、キチッとした対応をしてほしいと思います。  
○ 添加物を含まない加工品や、農薬を使わない野菜はほとんどありませんが、それら

を摂取し続けた場合、どのような危険があるのか。また、実際子ども達も食べてい

た物で、未承認の添加物が使用されていたとの報道があったが、害があったのか、

無かったのかを知りたい。  
○ ＢＳＥ、農薬問題など安全と言っておいて、その後問題が発生することがあります。

安全宣言は信用できません。今、無農薬、低農薬、有機野菜などが喜ばれています

が、輸入食品はほんとうに監視を強化してほしい。  
○ 外国産の食品が多いのに驚きます。国内産の食品を多く販売できる政策をお願いし

ます。  
○ このアンケートの内容は以前から興味を持っていました。生産、加工、販売段階で

の薬品の使用は、日頃最も不安を抱いていました。商業主義が先行し、安全性が後

回しなっているように思えます。より安全な食品確保のため、賢い消費者にならな

ければならないと思いますが、県や公共機関でも指導、管理と正確で迅速な情報の

提供をお願いします。  
○ 昨今のメーカー側の不祥事には怒りを抑え切れません。  
○ 安心して食べていた中国産の野菜に多くの残留農薬があると分かりビックリしてい

ます。食品に関しては、国産・輸入品を問わず、農薬や添加物をキチンと調べて、

安全と確認された物だけを店頭に並べてほしい。  
○ 表示など安全性への対策が言われていますが、業者のモラルの問題が大きく、表面

下ではあらゆることが行われていて、表示自体にも信憑性がなくなり、何を信用す

ればよいか分からない。しかし、世論と共に、言い続け、無くなるように働きかけ

なければならないと思います。  
○ 上越市内の魚屋に時々行きますが、ここでは賞味期限などの表示はありません。  
○ 大量販売、大量消費は意味があるのかと考えています。もっと、自宅で作って食べ

るという当たり前の生活に見直していくことが必要ではないかと。スーパーで売れ

残った野菜など、あれは最終的に廃棄されるんでしょうね。農家の方の苦労を考え

ると何とも言えない。  
○ 環境ホルモンの食品への含有量の調査を特に厳しく行ってもらいたい。また、県と

してどのような調査・管理を行っているのかが、全く見えてこないので、何をどの

ように行っているのかをＰＲしてほしい。  
○ 流通・販売における監視を強化願います。  
○ 最近、輸入食品が多く店舗に並び、私に取っては初めて見るものもあります。万全

な対策を講じてもらいたいと思います。  
○ 表示方法をはっきりしてほしい。例えば期限表示でも３通りあり、消費者によって

受け取り方が違ってくるように思える。また、食品衛生法とＪＡＳ法での表示が異

なっており、現在の表示は消費者にとって迷惑です。  
○ 狂牛病などで生産者救済のため、国の政策を悪用して、不当にお金を受け取ったり、

良いと思う方法が、逆手に利用されてしまうケースがあり残念です。大手の会社が

見本となるべきはずなのに、信用を失うことは残念です。その会社の方々は自社の

食品を食べたり、飲んだりするのでしょうか。今、本当に安心して口にできるもの

は、我が家の田畑で取れた米や野菜ぐらいでしょうか。（農薬は気になりますが）  
○ 危険なものを店に置いているはずがないと、安心して買い物をしていました。いろ

んな事が身近で起こっている今、もっと簡単に分かりやすく情報が入ればいいと思

います。特定の人だけがある時間をかけなければ情報が入らない、目を通す機会が

なければ情報が入らないでは意味がないと思います。命に関わることですので、自
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分でも努力していこうと思います。  
○ 最近何かが起こってから嘘が見つかることが多く、人間不信になってしまいます。

監視や検査を強化してほしいと強く思いますが、実際にはそれが出来ていない現状

です。それでも何とかしてほしいと思います。  
○ 最近、中国のダイエット漢方薬の体に対する害が報道されています。このようなニ

ュースを聞くと、外国産の食品はどのような検査を受けて日本に入り、日本でもど

のような検査をして、私たちの所へ届くのか心配になります。輸入食品に対し、県

がどのような対策を行っているのか、テレビ、新聞等でもっと情報提供してほしい

と思います。  
○ 食品に関し、大手メーカーから何か検出されたなど、何が安心して食べられるのか、

何が危険なのか、あれもこれもダメで、どうすればいいのか分からない。私自身、

野菜や果物は見た目がきれいな物を買ってしまいますが、子どもが大きくなったら、

何か恐ろしい変化が出なければいいがと思っています。  
○ 以前スーパーで中国産の生しいたけを買ったら、１週間以上腐らなかった。どれだ

けたくさんの農薬が使われているか不安になったので、輸入食品の監視を強化願い

ます。  
○ 輸入食品に対しては不安があり、表示をよく見てから買うようにしていますが、そ

の表示も信じられなくては、何をどこまで信じてよいか非常に不安になります。野

菜にしても姿形にとらわれるのでなく、曲がったトマトでも、形の崩れたキュウリ

でもよい。無農薬の安心して食べられるものが欲しいです。  
○ 後手後手の対応が目立つ。事前に分かったことでも強制力がない。小さな事でも大

きな事の一部かも知れないという気持ちで、日々仕事をしてほしい。  
○ 添加物に対しての規制をもっと厳しくしてほしい。  
○ 食品の仕事に関わっている全ての人達が、消費者の立場になり、各現場において、

特に衛生面・安全性に細心の注意をしてほしい。人間のすることなので限界や失敗

もありますが、表示は正直に、正確に、分かりやすくしていただきたい。また、正

しい情報をいつでも提供してほしい。消費者の側でも、できることがあれば教えて

ください。  
 
 

 
 
 
   


